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今
年
一
〇
月
九
日
、
ト
ル
コ
軍
が
シ
リ
ア
領
内
へ
の
越
境
攻
撃

を
開
始
し
た
。「
平
和
の
泉
」
作
戦
と
命
名
さ
れ
た
今
回
の
攻
撃
は
、

一
〇
月
二
二
日
に
収
束
し
た
も
の
の
、
国
際
社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
。
本
稿
で
は
、
ト
ル
コ
に
よ
る
シ
リ
ア
へ
の
軍
事
作

戦
を
概
観
し
た
う
え
で
、
北
シ
リ
ア
の
大
部
分
を
実
効
支
配
し
て
い

た
民
主
統
一
党
（
Ｐ
Ｙ
Ｄ
）
の
出
自
、
域
外
大
国
と
の
駆
け
引
き
、

平
和
の
泉
作
戦
の
目
的
と
得
ら
れ
た
結
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

過
去
の
ト
ル
コ
に
よ
る
シ
リ
ア
越
境
攻
撃

　

平
和
の
泉
作
戦
は
ト
ル
コ
の
シ
リ
ア
に
対
す
る
三
回
目
の
越
境
攻

撃
で
あ
っ
た
。
一
回
目
の
越
境
攻
撃
は
二
〇
一
六
年
八
月
か
ら
一
七

年
三
月
ま
で
行
わ
れ
た
「
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
盾
」
作
戦
で
あ
っ
た
。

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
盾
作
戦
は
「
イ
ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）
と
Ｐ
Ｙ
Ｄ

お
よ
び
そ
の
軍
事
組
織
で
あ
る
人
民
防
衛
隊
（
Ｙ
Ｐ
Ｇ
）
を
ユ
ー
フ

ラ
テ
ス
川
の
東
側
に
押
し
返
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
作

戦
に
続
い
て
、
一
七
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
シ
リ
ア
に
隣
接
す
る

キ
リ
ス
県
に
近
い
シ
リ
ア
領
内
か
ら
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
を
駆
逐
す
る

「
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
矛
」
作
戦
も
計
画
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
未

遂
に
終
わ
っ
た
。
二
回
目
の
越
境
攻
撃
は
昨
年
一
月
か
ら
三
月
に
か

け
て
ア
フ
リ
ン
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
オ
リ
ー
ブ
の
枝
」
作
戦
で

あ
っ
た
。
そ
の
目
的
は
ト
ル
コ
国
境
の
安
全
保
障
、
お
よ
び
シ
リ
ア

の
領
土
的
一
体
性
を
保
持
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
リ
ー

ブ
の
枝
作
戦
実
施
前
の
時
点
で
Ｐ
Ｙ
Ｄ
は
九
一
一
キ
ロ
に
わ
た
る
ト

ル
コ
・
シ
リ
ア
国
境
の
六
五
％
、
約
五
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
支
配

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
員

今
井
宏
平

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
「
シ
リ
ア
北
部
か
ら
米
軍
撤
退
」
発
表
が

引
き
金
に
な
っ
た
ト
ル
コ
の
シ
リ
ア
領
内
侵
攻
。

実
効
支
配
勢
力
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
の
自
治
を
認
め
な
い
ト
ル
コ
、

ア
メ
リ
カ
の
後
ろ
盾
を
失
い
必
死
の
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
の
存
在
感
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

い
ま
い　

こ
う
へ
い　

二
〇
一一
年
ト
ル
コ
・
中
東
工
科
大
学

国
際
関
係
学
部
博
士
課
程
修
了
。Ph.D.

（International 
Relations

）。
一
三
年
中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
政
治
学
）。
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
な
ど
を
経
て
、
一
六
年
よ
り
現
職
。

著
書
に
『
ト
ル
コ
現
代
史
』『
中
東
秩
序
を
め
ぐ
る
現

代
ト
ル
コ
外
交
』
な
ど
。

ト
ル
コ
の
シ
リ
ア
越
境
攻
撃

—
—

そ
の
目
的
と
域
外
大
国
の
駆
け
引
き
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下
に
置
い
て
い
た
。

Ｐ
Ｙ
Ｄ
と
は
ど
ん
な
組
織
か

　

そ
も
そ
も
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
は
ど
の
よ
う
な
組
織
な
の
だ
ろ
う
か
。

ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
）
党
首
の
オ
ジ
ャ
ラ
ン
は
、

Ｐ
Ｋ
Ｋ
を
立
ち
上
げ
た
一
九
七
八
年
当
初
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
ま
で

は
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ト
ル
コ
に
分
断
さ
れ
た
ク
ル
ド
人

居
住
区
を
統
一
し
て
国
家
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
武
力
を
そ

の
手
段
と
し
て
用
い
た
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
初
頭
に
ト
ル
コ
政
府

と
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
抗
争
が
激
化
す
る
な
か
で
、
オ
ジ
ャ
ラ
ン
は
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の

目
的
を
、
各
国
内
で
独
立
し
た
自
治
組
織
と
階
級
が
な
い
社
会
の
実

現
に
変
更
し
た
が
、
武
装
闘
争
は
続
い
た
。
九
九
年
に
オ
ジ
ャ
ラ
ン

が
逮
捕
さ
れ
Ｐ
Ｋ
Ｋ
が
弱
体
化
す
る
中
で
も
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
自
治
と
い
う
目
標
は
維
持
さ
れ
た
。
こ
の
目
標
を
具
体
化
し
た

の
が
、
二
〇
〇
五
年
に
設
立
さ
れ
た
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
共
同
体
同
盟

（
Ｋ
Ｃ
Ｋ
）
で
あ
る
。
Ｋ
Ｃ
Ｋ
は
扇
の
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
Ｋ

Ｃ
Ｋ
の
傘
下
に
Ｐ
Ｋ
Ｋ
（
ト
ル
コ
）、Ｐ
Ｙ
Ｄ
（
シ
リ
ア
）、ク
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
自
由
生
活
党
（
Ｐ
Ｊ
Ａ
Ｋ
・
イ
ラ
ン
）、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

民
主
的
解
決
党
（
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｋ
・
イ
ラ
ク
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ
に
お
け
る
Ｙ
Ｐ
Ｇ
の
よ
う
に
、
各
国
の
党
に
は
軍
事

組
織
も
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
出
自
を
考
え
る
と
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ
と
Ｐ
Ｋ
Ｋ

の
関
連
性
は
や
は
り
強
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

〇
五
年
か
ら
一
一
年
ま
で
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ
は
Ｋ
Ｃ
Ｋ
傘
下
で
活
動
を

行
っ
て
き
た
が
、
シ
リ
ア
内
戦
が
Ｐ
Ｙ
Ｄ
の
活
動
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
た
。
内
戦
下
で
の
シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
人
の
活
動
は
一
枚
岩

で
は
な
く
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ
以
外
の
ク
ル
ド
政
党
も
多
数
存
在
し
て
い
た
。

一
一
年
一
〇
月
に
ク
ル
ド
国
民
評
議
会
（
Ｋ
Ｎ
Ｃ
）
が
創
設
さ
れ
、

シ
リ
ア
に
お
け
る
ク
ル
ド
人
の
一
体
性
が
強
調
さ
れ
た
が
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ

は
独
自
の
自
治
獲
得
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｐ
Ｙ
Ｄ
が
Ｋ
Ｎ
Ｃ

を
構
成
す
る
他
の
ク
ル
ド
政
党
と
一
線
を
画
し
て
い
た
の
は
、
戦
闘

能
力
の
高
さ
で
あ
っ
た
。
一
二
年
六
月
に
ア
サ
ド
政
権
軍
が
ク
ル
ド

人
居
住
区
か
ら
撤
退
し
た
の
と
同
時
に
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ
は
同
地
域
を
掌
握

し
、
事
実
上
の
自
治
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
は
Ｉ
Ｓ
と
の
戦
闘
で
欧

米
諸
国
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
ト
ル
コ
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
ま

で
、
北
シ
リ
ア
で
の
自
治
を
確
実
に
強
め
て
い
っ
た
。
Ｐ
Ｙ
Ｄ
は
シ

リ
ア
で
の
自
治
を
強
め
る
中
で
Ｋ
Ｃ
Ｋ
の
下
部
組
織
に
加
え
、
シ
リ

ア
の
ク
ル
ド
政
党
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
め
た
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き

　

話
を
ト
ル
コ
の
越
境
攻
撃
に
戻
す
と
、
二
度
の
作
戦
の
際
、
ト
ル

コ
政
府
が
意
識
し
て
い
た
の
は
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
と
良
好
な
関
係
を
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保
つ
ア
メ
リ
カ
の
動
向
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
春
に
Ｉ
Ｓ
が
イ
ラ

ク
お
よ
び
シ
リ
ア
で
勢
力
を
拡
大
し
た
際
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し

た
国
際
社
会
の
期
待
に
応
え
、
Ｉ
Ｓ
と
の
戦
い
の
重
責
を
担
っ
た
の

が
、
十
分
な
武
力
を
備
え
て
い
た
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
で
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
は
武
器
と
必
要
物
資
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
派
兵
さ
れ
た

ア
メ
リ
カ
軍
が
Ｙ
Ｐ
Ｇ
と
共
に
戦
い
、
Ｉ
Ｓ
を
駆
逐
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
ア
メ
リ
カ
の
行
動
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
の
が
ト
ル
コ
で

あ
っ
た
。
ト
ル
コ
の
政
策
決
定
者
と
国
民
の
多
く
は
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ

Ｐ
Ｇ
を
、
ト
ル
コ
と
約
三
六
年
に
わ
た
り
抗
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る

Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
関
連
組
織
で
あ
り
テ
ロ
組
織
だ
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で

ア
メ
リ
カ
は
ト
ル
コ
と
同
様
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
を
テ
ロ
組
織
に
認
定
し
て
い

る
が
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
と
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
間
に
関
連
は
な
い
と
い
う
立

場
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
ト
ル
コ
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
渡
っ
た
武

器
が
い
ず
れ
Ｐ
Ｋ
Ｋ
に
流
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
。

　

Ｉ
Ｓ
が
力
を
拡
大
し
て
い
た
一
四
年
か
ら
一
六
年
前
半
に
か
け
て

は
、
ト
ル
コ
国
内
で
も
テ
ロ
が
起
こ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｓ
の
脅
威
は
大
き

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
、
ト
ル
コ
は
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
へ

の
対
応
を
静
観
し
て
い
た
。「
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
盾
」
作
戦
に
踏
み

切
る
際
も
、
ト
ル
コ
は
ア
メ
リ
カ
と
協
議
を
重
ね
た
う
え
で
実
施
に

踏
み
切
っ
て
い
る
。

　

オ
リ
ー
ブ
の
枝
作
戦
後
の
昨
年
六
月
四
日
に
、
ト
ル
コ
と
ア
メ
リ

カ
は
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
の
マ
ン
ビ
ジ
ュ
か
ら
の
撤
退
に
合
意
し
、
両

国
で
マ
ン
ビ
ジ
ュ
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
に
合
意
し

た
。
た
だ
し
、
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ
軍
は
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
の
北
シ

リ
ア
の
実
効
支
配
を
尊
重
し
て
い
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
加
え
て
、
ト
ル
コ
が
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
へ
の
対
応
の

際
に
意
識
し
て
い
た
の
が
ロ
シ
ア
の
存
在
で
あ
っ
た
。
一
五
年
九
月

末
か
ら
シ
リ
ア
内
戦
に
本
格
的
に
関
与
し
始
め
た
ロ
シ
ア
は
、
同
年

一
一
月
後
半
の
戦
闘
機
撃
墜
事
件
で
ト
ル
コ
と
の
関
係
が
悪
化
し

た
。
し
か
し
、両
国
は
翌
一
六
年
六
月
末
に
関
係
を
改
善
し
て
以
降
、

シ
リ
ア
内
戦
の
終
結
を
目
指
し
た
ア
ス
タ
ナ
会
合
を
イ
ラ
ン
と
共
に

継
続
し
て
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
関
係
を
深
め
て
い
る
。
ト
ル
コ
は

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
国
で
あ
り
な
が
ら
ロ
シ
ア

か
ら
防
空
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
の
Ｓ—

４
０
０
を
購
入
・
設
置
す
る

な
ど
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
を
高
め
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ

カ
が
中
東
地
域
へ
の
関
与
を
減
ら
し
つ
つ
あ
り
、
同
地
域
の
パ
ワ
ー

バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

と
は
い
え
、
ト
ル
コ
と
ロ
シ
ア
の
利
害
が
す
べ
て
一
致
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
シ
リ
ア
内
戦
で
は
ト
ル
コ
が
反
体
制
派

を
支
援
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
は
ア
サ
ド
政
権
を
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
は
ト
ル
コ
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
一
六

年
二
月
に
Ｐ
Ｙ
Ｄ
の
オ
フ
ィ
ス
を
モ
ス
ク
ワ
に
開
設
す
る
こ
と
を
許



トレンド 2019

41

可
し
、
そ
の
後
も
Ｐ
Ｙ
Ｄ
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。
シ
リ
ア
内

戦
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
は
唯
一
、
反
体
制
派
と
そ
れ
を
支
え
る
ト
ル

コ
、
ア
サ
ド
政
権
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ
と
い
う
主
要
ア
ク
タ
ー
す
べ
て
と
交
渉

可
能
な
国
で
あ
る
。

「
平
和
の
泉
」
作
戦
の
緊
迫

　

平
和
の
泉
作
戦
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
一
〇
月
六
日
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
に
よ
る
、
シ
リ
ア
北
部
の
国
境
地
帯
か
ら
の
米
軍
の
撤
退

発
表
で
あ
っ
た
。
同
日
、
ト
ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
と
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
電
話
会
談
を
行
っ
て
い
る
。
ト
ル
コ
の
攻
撃
は
そ
れ
か

ら
三
日
後
で
あ
っ
た
。
シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
人
た
ち
が
ア
メ
リ
カ
に
見

捨
て
ら
れ
た
と
感
じ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ト
ル
コ
軍
は

タ
ッ
ル
ア
ブ
ヤ
ド
か
ら
ラ
ス
・
ア
ル
ア
イ
ン
の
間
の
長
さ
一
二
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
シ
リ
ア
領
内
三
〇
キ
ロ
の
深
さ
ま
で
攻
め
込
む
こ
と

を
示
唆
し
た
。
こ
れ
は
、
ト
ル
コ
が
同
地
域
に
設
置
を
目
指
し
て
い

る
安
全
保
障
地
帯
の
構
想
と
合
致
し
て
い
た
（
下
図
参
照
）。

　

平
和
の
泉
作
戦
は
、
当
初
か
ら
国
際
的
に
多
く
の
批
判
を
受
け
た

が
、
ト
ル
コ
政
府
は
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
が
テ
ロ
組
織
で
あ
る
と
い
う

強
い
信
念
に
沿
っ
て
作
戦
を
継
続
し
た
。
一
方
で
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ

Ｇ
を
見
捨
て
た
こ
と
が
北
シ
リ
ア
の
混
乱
を
招
い
た
と
し
て
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
も
批
判
を
受
け
た
。
こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
、
一
〇
月

一
四
日
、
ア
メ
リ
カ
は
ト
ル
コ
に
対
し
て
経
済
制
裁
を
発
動
し
た
。

一
方
、
ト
ル
コ
の
越
境
攻
撃
を
受
け
、
支
配
地
域
の
一
部
か
ら
撤
退

し
た
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
も
生
き
残
り
を
か
け
て
ア
サ
ド
政
権
に
支
援

を
要
請
し
、
ア
サ
ド
政
権
も
こ
れ
も
受
諾
し
た
。
一
〇
月
一
七
日
に

は
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン
ス
副
大
統
領
ら
が
急
遽
ト
ル
コ
を
訪
問
し
、
エ

ラッカ

マンビジュ

デリゾール

ジェラブルス
アイン・アル・アラブ

アイン・イサ
タッルアブヤド

スルク

ラス・アルアイン

カーミシュリー

アクチャカレ

アサド体制軍

トルコ

シリア

イラク

シリア北部・トルコ軍越境攻撃関係図

アサド体制軍

100万人から200万人の
難民が定住可能

「安全保障地帯」のライン
ユーフラテスの盾作戦と
オリーブの枝作戦実行地域

PYD/YPG

ユーフラテス川

トルコ・ラジオ・テレビ協会の図より編集部作成
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ル
ド
ア
ン
大
統
領
な
ど
と
会
談
し
た
。
そ
の
結
果
、
ト
ル
コ
は
五
日

間
の
攻
撃
停
止
に
合
意
し
た
。
次
い
で
、
一
〇
月
二
二
日
に
エ
ル
ド

ア
ン
大
統
領
は
ソ
チ
を
訪
問
し
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
会
談
し
た
。
こ

の
会
談
で
両
国
は
タ
ッ
ル
ア
ブ
ヤ
ド
か
ら
ラ
ス
・
ア
ル
ア
イ
ン
に
か

け
て
の
地
域
の
国
境
か
ら
三
二
キ
ロ
の
地
点
ま
で
「
緩
衝
地
帯
」
を

設
置
す
る
こ
と
、一
五
〇
時
間
以
内
に
タ
ッ
ル
ア
ブ
ヤ
ド
か
ら
ラ
ス
・

ア
ル
ア
イ
ン
以
外
の
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
国
境
沿
い
の
地
域
、
マ
ン
ビ

ジ
ュ
、
タ
ッ
ル
リ
フ
ァ
ッ
ト
は
Ｙ
Ｐ
Ｇ
の
戦
闘
員
を
国
境
か
ら
三
〇

キ
ロ
圏
外
に
撤
退
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
国
境
沿

い
一
〇
キ
ロ
圏
内
で
は
ト
ル
コ
と
ロ
シ
ア
が
共
同
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
こ
と
、
を
確
認
し
た
。
こ
の
段
階
に
至
り
、
ト
ル
コ
の
越

境
攻
撃
は
収
束
し
た
。

安
全
保
障
地
帯
の
設
置
を
め
ぐ
る
議
論

　

平
和
の
泉
作
戦
が
過
去
二
回
の
越
境
攻
撃
と
異
な
っ
て
い
た
の

は
、
そ
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
ト
ル
コ
が
、
流
入
し
て
い
る
シ
リ

ア
難
民
の
た
め
の
安
全
保
障
地
帯
の
設
置
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
今
年
一
一
月
九
日
の
時
点
で
ト
ル
コ
に
は

三
六
八
万
人
の
シ
リ
ア
難
民
が
流
入
し
て
い
る
。
シ
リ
ア
北
部
へ
の

安
全
保
障
地
帯
の
設
置
に
つ
い
て
、
ト
ル
コ
は
シ
リ
ア
内
戦
初
期
か

ら
た
び
た
び
言
及
し
て
き
た
が
、
今
年
に
入
り
そ
の
議
論
が
活
発

に
な
っ
た
。
八
月
七
日
に
ア
メ
リ
カ
と
ト
ル
コ
の
間
で
安
全
保
障

地
帯
の
設
置
に
関
す
る
合
意
が
締
結
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ

／
Y
P
G
の
処
遇
に
関
し
て
は
意
見
が
対
立
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

九
月
二
四
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
が
安
全
保

障
地
帯
の
詳
細
を
提
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
安
全
保
障
地
帯
は

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
国
境
沿
い
四
八
〇
キ
ロ
で
、
国
境
か
ら
三
〇
キ
ロ

の
地
点
ま
で
建
設
す
る
、
安
全
保
障
地
帯
内
部
に
は
一
〇
の
地
区
と

一
四
〇
の
村
を
設
置
す
る
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
侵
入
を
防
ぐ
ハ
イ
ウ
ェ
イ

を
建
設
す
る
、
ト
ル
コ
に
流
入
し
て
い
る
シ
リ
ア
難
民
の
一
〇
〇
万

人
か
ら
二
〇
〇
万
人
を
安
全
保
障
地
帯
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
計
画

さ
れ
た
。

　

と
は
い
え
、
ど
れ
ほ
ど
の
シ
リ
ア
難
民
が
安
全
保
障
地
帯
に
移
動

す
る
か
は
不
透
明
で
あ
る
。
難
民
の
中
に
は
帰
還
を
望
ん
で
い
る
者

も
い
る
が
、
彼
ら
が
望
む
の
は
故
郷
へ
の
帰
還
で
あ
る
。
ト
ル
コ
に

住
む
シ
リ
ア
難
民
は
ア
レ
ッ
ポ
近
郊
の
出
身
者
が
多
く
、
逆
に
ト
ル

コ
が
安
全
保
障
地
帯
を
設
置
す
る
地
域
の
出
身
者
は
少
な
い
と
見
ら

れ
る
。
二
〇
一
六
年
か
ら
断
続
的
に
シ
リ
ア
に
自
主
的
に
帰
還
す
る

難
民
が
お
り
、
そ
の
数
は
年
々
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
一
六
年
か

ら
一
九
年
ま
で
に
ト
ル
コ
か
ら
シ
リ
ア
に
自
主
的
に
帰
還
し
た
人
数

は
七
万
七
〇
〇
〇
人
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
安
全
保
障
地
帯
の
建
設
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に
は
約
二
七
〇
億
ド
ル
の
費
用
が
必
要
と
さ
れ
、
エ
ル
ド
ア
ン
大
統

領
は
欧
米
諸
国
に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
が
、
先
行
き
は
不
透
明

で
あ
る
。

「
平
和
の
泉
」
作
戦
の
意
義
は

　

今
回
の
越
境
攻
撃
で
ト
ル
コ
は
何
を
達
成
し
た
の
か
。
ま
ず
、
シ

リ
ア
北
部
か
ら
一
定
程
度
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
を
掃
討
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
安
全
保
障
地
帯
の
設
置
が
よ
り
現
実
味

を
帯
び
て
き
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
シ
リ
ア
か
ら
の
撤
退

が
ト
ル
コ
の
攻
撃
の
引
き
金
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
ほ
と
ん
ど
が

撤
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
で
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
お
よ
び
そ
の

支
配
地
域
で
ア
メ
リ
カ
へ
の
信
頼
感
が
失
墜
し
た
。
ア
メ
リ
カ
と
Ｐ

Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
の
協
力
関
係
が
崩
れ
た
こ
と
は
ト
ル
コ
の
思
惑
通
り

と
な
っ
た
。
対
テ
ロ
を
国
家
運
営
の
重
要
な
柱
と
位
置
付
け
て
い
る

ト
ル
コ
政
府
は
、
今
後
も
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／

Ｙ
Ｐ
Ｇ
に
対
す
る
攻
撃
を
実
施
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
ト
ル
コ
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
予
想
外

の
出
来
事
も
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
軍
は
作
戦
で
七
〇
二
名
の
Ｙ
Ｐ
Ｇ
兵

士
を
無
力
化
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
七
万
人
と
言
わ

れ
る
Ｙ
Ｐ
Ｇ
兵
士
の
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
Ｉ
Ｓ
と
の
戦
い
で

活
躍
し
た
Ｙ
Ｐ
Ｇ
幹
部
の
マ
ズ
ル
ム
・
コ
バ
ネ
の
処
遇
に
つ
い
て
も

ト
ル
コ
の
思
い
通
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
二
〇
一
一
年
に
シ
リ
ア

に
帰
国
す
る
ま
で
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
兵
士
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
コ
バ
ネ
に
関
し
て
、
ト
ル
コ
は
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
ア
メ
リ

カ
に
引
き
渡
し
を
要
求
し
た
が
、
Ｉ
Ｓ
と
の
戦
い
の
功
労
者
で
あ
る

コ
バ
ネ
の
引
き
渡
し
に
ア
メ
リ
カ
側
は
応
じ
て
い
な
い
。
加
え
て
、

ア
メ
リ
カ
は
北
シ
リ
ア
か
ら
の
撤
退
の
条
件
と
し
て
ト
ル
コ
に
Ｉ
Ｓ

の
捕
虜
お
よ
び
脱
獄
者
の
管
理
の
責
任
を
負
う
よ
う
に
要
請
し
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
は
シ
リ
ア
民
主
軍
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
三
〇
〇
名
を
除

き
、
北
シ
リ
ア
か
ら
は
撤
退
し
た
が
、
撤
退
し
た
軍
人
は
帰
国
す
る

の
で
は
な
く
Ｉ
Ｓ
対
策
の
た
め
に
イ
ラ
ク
西
部
に
移
動
し
た
。
南
部

の
ア
ル
タ
ン
フ
に
は
い
ま
だ
に
三
〇
〇
の
部
隊
が
駐
留
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
ア
メ
リ
カ
が
北
シ
リ
ア
か
ら
完
全
に
撤
退
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
加
え
て
、
今
回
の
ト
ル
コ
の
越
境
攻
撃
に
関
し
て
は
、

欧
米
諸
国
を
中
心
に
国
際
社
会
か
ら
ト
ル
コ
に
批
判
的
な
意
見
が
相

次
い
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
ト
ル
コ
は
欧
州
出
身
の
外
国
人
戦
闘
員
を

出
身
国
に
送
還
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
ト
ル
コ
と
欧
州
諸
国
の
間
の

溝
が
深
ま
っ
て
い
る
。

　

平
和
の
泉
作
戦
は
、
ア
メ
リ
カ
の
中
東
へ
の
関
与
の
低
下
、
そ
の

空
白
を
埋
め
る
ロ
シ
ア
の
存
在
感
、
そ
し
て
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
に
決

し
て
妥
協
し
な
い
ト
ル
コ
の
姿
勢
、
生
き
残
り
に
必
死
な
Ｐ
Ｙ
Ｄ
／

Ｙ
Ｐ
Ｇ
の
姿
勢
を
明
確
に
さ
せ
た
と
い
え
る
。
●




